
献血事業2020
（泉大津市献血推進協議会主催）
●献血受付数　５３名
●献血数合計　４２名
●献血率　　　７９％

今週の例会（2020年2月7日）

■ プログラム

■ 祝　誕生日
寺田　敏也（13日）

・2月21日：卓話担当　森口　和信　会員
・2月28日：卓話講師　
　　　　　  社会保険労務士　　細川　嘉則　様
「働き方改革を会社の発展と社員の幸せに活かすために」
・3月 6日：クラブフォーラム
　　　　　 （クラブ奉仕部門）

2月14日：特別卓話
　　　　　大阪府議会議員　大橋　一功　様

クラブフォーラム
高寺　壽　国際奉仕担当理事

■ 今後の予定

四つのテスト
■ 今月のロータリーソング

事務局　　　　　 〒595-0062 泉大津市田中町10-7 泉大津商工会議所３Ｆ TEL.0725-21-9500 FAX.0725-21-9501
メールアドレス　 info@izumiotsu-rc.org
ホームページ　　 http://izumiotsu-rc.org
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ロータリーは世界をつなぐ
2019-2020　ＲＩ会長 マーク・ダニエル・マローニー　泉大津ロータリークラブ（創立1956.5.4）

雪の降る夜は　　楽しいペチカ
ペチカ燃えろよ　お話しましょ
昔　　　　　　　昔よ
燃えろよ　　　　ペチカ

ペチカ

IZUMIOTSU　ROTARY CLUB 第3062回

Izumiotsu Rotary Club

週報　第3062回
会　長　中　　 透　副会長　上田 秀朗
幹　事　杉本 憲一　ＳＡＡ  瀧谷 　達

例会場　　ホテルレイクアルスターアルザ泉大津
T E L　　 0725-20-1121
例会日時   毎週金曜日 12：30～13：30

泉大津ロータリークラブ

今月の歌

■ 次週のプログラム

■ 先週の例会
会長の時間

中　透　会長

と思いますので、少し解説を致します。
　元々ホウ素中性子捕捉療法（以後BNCTと書きま
す）という治療法があります。これはホウ素に加速
された中性子を当てるとがん細胞内でアルファ線
などが発生し、がん細胞を殺します。周りの細胞に
は影響を与えません。
現在も脳腫瘍、顎咽頭癌などで実用化しています。
　最初は熊取の原子炉で患者さんに直接あててい
ましたが、今はサイクロトロンという中性の加速
器がその代わりをして、大阪府では大阪医大に設
置されています。
　しかし、ホウ素を腫瘍細胞に取り込ませないと
中性子を当てても意味がありませんので、その方
法論が研究されていました。
　液体のりにはポリビニルアルコールが含まれて
おり、この物質は安価でホウ素と混ぜるとがん細
胞への急襲が３倍位になり、留まり続ける時間も
長くなることが確認できました。マウスでは６時
間も量が減りませんでした。マウスの実験ではほと

「ホウ素中性子捕捉療法（BNCT）」
 先日テレビで夢のがん治療法と
して放送されました。SAAの瀧
谷さんから液体のりで癌が治る
のですかと聞かれましたので、
疑問に思っておられる方もいる

■ ニコニコ箱
・本日卓話、谷口様よろしくお願いします（中）
・谷口様、本日よろしくお願いします（杉本）
・谷口様、本日卓話よろしくお願い致します
　（瀧谷）
・谷口先生、本日は宜敷くお願い致します
　（南出）
・１月２７日泉大津市役所での献血活動のご支　援
ありがとうございました。早退のおわびで　す（川
端）
・欠席のお詫び（丹農）
・欠席のお詫び（八木（秀））
・早退のおわび（延山）

累計
ニコニコ箱合計

460,000円
15,000円

会員名（敬称略）

西田　佳郎

杉本　憲一

寺田　敏也

渡辺　万寿

高寺　　壽

南出　和成

砂原　孝史

川端　　徹

外山　正明
渡辺　万寿

品　　　　名
膝掛毛布

ピロケース

ランニングシャツ

有機EL照明

テニスボール2球入り缶
スポーツタオル

セーター（婦人用）

缶コーヒ―

和風ハンカチ

強力洗剤

数　　　量
26枚＋13枚（2019年8月分）

2枚組30個＋50枚（追加分）

LL10枚、L15枚、紙袋多数

3個

10缶、スポーツタオル20枚

5着

30本

15枚

35個

丹農（1/22 和泉ＲＣ）
臼谷（1/10 理事役員会）
榎本（1/21 ワールド大阪ロータリーＥクラブ）

■ メークアップ

委員会報告

幹事報告　　　　   杉本　憲一　幹事

泉大津ロータリークラブ共催
令和２年１月２７日（月）に
泉大津市役所で献血（泉大津
市献血推進協議会主催）が行
われました。泉大津市役所で
の献血は毎年２回（2019年
度は８月、１月）行われてお
りましたが、なかなか献血の
提供者が増えない状況であ
ると赤十字血液センター担
当者より伺っておりました。
今回、ロータリークラブでの
共催が決定したのは２週間余り前の１月１０日
の理事会でした。開催まで時間のない中で、多く
のロータリー会員より御協力いただいた結果、
あいにくの悪天候の中で５３名の方々の献血受
付がありました。多くのお礼品の御提供を頂い
た会員の皆様、また当日会場に応援に駆けつけ
ていただいた１３名（中会長、上田副会長、杉本
幹事、高寺会員、川上会員、藪野会員、寺田会員、
根尾会員、藤野会員、釜野会員、今井会員、吉本会
員）の会員の皆様、本当に有難うございました。
上田副会長にいたっては、朝の開始時から夕方
終了時まで始終お立ち合いいただきました。有
難うございました。当クラブで４名の会員にも
献血していただき感謝しております。
今後も献血の社会奉仕活動がさらなる発展、進
化できるように引き続き立案、計画をさせてい

ただきます。皆様、本当に有難うございました。
　　　　　　　　社会奉仕部門理事　川端　徹

地区より2020年6月6日～ 10日ホノルル（米国
ハワイ州）にて開催される国際大会地区ナイト
のご案内（１次募集）がきております

んどのマウスの癌は小さくなり、大腸癌はほぼ
消失しました。これは米科学誌サイエンスに発
表されました。
　ポリビニルアルコールは安全性に関しては２
００２年には確立されています。
　この薬品を作成している会社は大阪の臨海沿
いにあり、我々医師も大阪発の治療薬として大
いに期待しています。

■ ビジター
■ 出席報告 会員数42名 出席免除0名

88.10％

月日 出席率出席数 欠席 補充

1/31 35名 7名 ― 83.33％

1/17 34名 8名 3名

なし

卓話講師
大阪南河内地域活性化推進協議会
地域活性化コーディネーター
谷口　清志　様

先週のプログラム

次号に掲載予定


